
@ 平和 都 市 宣言

世界の亜久平細13.人用災直の鳳いである.
しh'し勾がら、~日1.お世界の腕13. tI闘争骨且慨をIJ，;み
自に聖111にた;t/.い.
わh唖ω{'jーの!i"固として.仮兵自のEろしさと白湿爆者の孟
しみを主聞界的人々 に訴え、再U広且・匝鈴の傍目f雌りEして回
必ら与''"
宮1草子市抱市民暗室6さと安主を守るため.いかI.l>岨のいh'ldる
EE呉昌に対しZも、その庚魁を宋め ここに平船田市を置置する.
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2.1 
我烈子市役所企画財政節広領広聴隈

髄

渇
欄
一
財

頼

無

宿

結
闘

の
同
M

昨
年
7
月
か
ら
8
月
に
か
け
て
行
っ
た
「
高
齢
者
等
実
態
意
向
調
室
L

の
結
果
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
・
こ
の
関
査
は
、
ぬ
歳
以
上
の
市
民
2
0
0
0
人
を
対
象
C
、
一
般
高
齢
者
、
一
人
事
ら
し

高
齢
者
、
穫
だ
き
り
・
痴
呆
性
高
齢
者
、
高
齢
者
予
備
群
の
4
つ
巳
分
領
し
て
、
聞
き
取
り
方
式

と
郵
送
方
式
に
よ
り
実
施
.
育
効
回
収

gは
閃
5
%
で
し
た
.
調
査
結
果
は
、
豊
か
な
高
齢
化

社
会
を
き
ず
く
定
め
の
資
制
と
な
り
ま
す
.
合
回
は
、
こ
の
調
査
結
果
を
要
約
し
て
ご
紹
介
し
ま

す
.
調
査
巳
ご
協
力
い
定
だ
い
定
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

H
高
齢
者
福
祉
課

H

一院
一定

住

意

識

が

高

く

一咽
一現
在
の
暮
ら
し
に
満
足

肉
粉
者
(
防
歳
以
上
)
の
多
く
は
.

表
ー
の
と
お
り
定
住
意
織
が
向
く
、

1
月
初
日
(
目
)
、
任
期
糊
了

に
伴
つ
市
長
選
挙
が
行
わ
れ
、

市
民
休
育
館
で
の
即
日
開
擦
の

結
娘
、
大
列

一
雄
氏
が
再
選
を

果
た
し
ま
し
た
.

開
張
結
mmは
‘
大
労
一
雄
氏
が

2
万
5
3
6
3
来
、
茶
山
栄
子
氏

が

2
万
3
8
7
黙
で
、
投
県
市中は

臼
・
剖
%
(
無
効
3
5
8
果
、
持

ち
帰
り
そ
の
他
i
票
)
で
し
た
。

に
満
足
で、

別
・
5
%
の
人
が
戸

建
て
の
持
家
に
住
ん
で
い
る
と
い

う
結
川
市
が
出
ま
し
た
。

子
供
と
の
同
居
に
つ
い
て
は
、

ω目
6

%
の
人
が
別
府
希
望
で
す

が、

ω歳
代
で
は
別
居
希
訟
が
半

数
以
下
と
な
リ
同
居
希
望
も
多
く

な
っ

て
い
ま
す
.

ー
目
的
過
・
』
し
方
と
し
て
は
、

「
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
」
羽
・
3
%
、

「
趣
味
」
n
・
4
%
、
「
働
い
て
い

る
」
同
日
・
4
%
の
順
で
、
サ
ー
ク

ル
活
動
に
は
過
半
数
が
不
参
加
で

す
.
生
き
が
い
の
明
白
で
は
、

「
子

供
た
ち
ゃ
孫
の
成
長
・
訪
問
」
鈎

8
%
、
「
友
人
と
の
つ
き
あ
い
」
凶

5
%
、

「
飽
味
的
活
動
」
は
M
e
2
%

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
す
.

介
遣
が
必
要
に
な
っ
た
場
合
に

み
て
も
ら
い
た
い
人
と
し
て
は
‘

「
夫
諜
」
M
4
%
、
「
子
供
(
嫁

を
含
む
)
」
ぬ
・
6
%
と
な
っ
て
い

ま
す
.
現
裂
の
生
活
費
に

つ
い
て

は
、
「
年
金
・
恩
給
等
」
河
・
2
%
、

「仕
送
り
家
族
同
収
入
」
ロ
・

9
%
な
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表 1.一般高働者の定住意識

分から信い 2.8%

0.5% 

一睡
一介

護

者

一期
一圧

倒

的

寝
た
き
り
高
齢
者
や
痴
呆
性
高

齢
者
向
場
合
、
本
人
は
も
と
よ
り

介
隠
者
の
問
題
が
盤
袈
で
す
.
主

な
介
務
省
と
し
て
は
褒
3
の
と
お

り
・
「
線
」
お
・

7
%
、
「
仙叫
」
剖

-

3
%
、

「裳
』
n
・
9
%
と
な
っ
て

お
り
、
女
性
が
圧
倒
的
。
介
問
問
者

向
年
齢
に
つ
い
て
は
、
「

ω治
代
」

が
お
・

6
%
、
「

ω歳
代
」
、
「
初
段

代
」
が
共
に
幻
・
4
%
、
「
切
歳
代
」

が
川
崎
・
6
%
で
、

ω成
以
上
の
介

級
者
が
印
%
い
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
.

介
穫
の
な
か
で
大
変
な
こ
と
と

一唱
二

人
暮
ら
し
は
気
楽
な

一点
一も
の
の
健
康
に
不
安

一
人
暮
ら
し
の
尚
齢
者
に
つ
い

て
も
定
住
意
織
は
高
〈
、
町
出

・
l

%
の
人
が

「住
み
抽附
け
た
い
」
と

答
え
、
暮
ら
し
の
制
足
度
に
つ
い

て
も
打
9
%
の
人
が
今
内
総
ら

し
に
桝
足
し
て
い
る
と
い
う
結
来

が
出
ま
し
た
.

一
人
暮
ら
し
の
理
由
は
・

「気

梨
」
お
%
、
ご
』
こ
を
励
き
た
〈
な

い」

u・
2
%
、
「
家
紋
と
う
ま
く

い
か
な
い
」

7

4

%
な
ど
と
な

う
て
い
ま
す
.
同
府
立
向
に
つ
い

て
は
、

「今
の
ま
ま
で
い
た
い
」
が

“
・
2
%
と
圧
倒
的
で
、

「同
じ
家

で
暮
ら
し
た
い
」
が
n
I
%
、

「
近
く
で
別
勾
に
暮
ら
し
た
い
」

が
B
-
8
%
と
続
い
て
い
ま
す
.

ま
た
、
現
在
的
絶
版
状
態
つ
い

では

高女

齢性

化が
げや虫で
ら家と市%預る
れ庭し へと か」
て現世てのなっ 21
い イ士は商 って ，
ま只 .飴て も 2
しの入者いら苅
た'/Epfr '1170まし、「
.実施却すた仰
な R主主寸 。い院
どの 11¥:や
が充の 7 施i
あ英軍j 訟

し
て
は
、
「
俳
せ
つ
の
世
話
』
必
・

9

%
、
「
入
浴
的
世
話
」
れ
・
4
%
、

「
食
事
の
世
話
」
お
7
%
の
順
で

す
.
介
錨
を
し
て
い
て
闘
っ
て
い

る
こ
と
は
勺
外
出
で
き
な
い
」
「精

神
的
に
疲
れ
る
」
「
自
分
の
時
間
が

持
て
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多
〈
、

迎
た
き
り
と
痴
呆
性
に
分
け
る
と
、

寝
た
き
り
で
は
「
外
出
で
き
な
い
」

が
、
痴
呆
性
で
は
「
精
神
的
に
疲

れ
る
」
が
最
も
多
い
回
答
で
し
た
.

ま
た
、
介
緩
に
対
す
る
考
え
方
は
、

「自
分
の

つ
と
め
だ
と
思
う
」

m・

9
%
、
「
仕
方
な
い
と
あ
き
ら
め
て

て
は
、

U
・
6
%
の
人
が
「
能
成
」

と
答
え
て
い
る
も
の
の
、
袈
Z
町

よ
う
に
日
頃
不
安
に
思
っ
て
い
る

こ
と
の
羽
田
で
は
‘
「
帥
山
市
川
」
が

印
%
と
な
っ
て
い
ま
す
.

一
人
判
枯
ら
し
に
対
し
て
ど
の
よ

う
に
感
じ
て
い
る
か
の
瓜
自
で
は
.

表2，ー人暮らし高島幸者の日頃の不安

俊康

50% 

377 

「
山
県
し
い
」
が
お
%
、
「
寂
し
い
」

が
お
8
%
で
す
が
、
川
口
別
で
み

る
と
、

一
人
恐
ら
し
が
取
し
い
と

い
‘
フ
人
は
男
性
的
犯

・
8
%
に
対

し
て
女
性
は
日
2
%
で
、
辺
は

寂
し
い
と
い
う
見
性
が
引
6
%

い
る
こ
と
が
分
か
リ
ま
し
た
。

生
活
釣
に
つ
い
て
は
.
「
年
金
・

恩
給
等
」

九
・
5
%
、
「
仕
送
り‘

家
紋
の
収
入
」
日

・
8
%
、
「
生
活

保
飽
」
5
・
9
%
の
順
で
す
a

立十

表3，日常の主な介護者

反女十主色

"に信い
26.5% 

械使 用

33
3
t
s
t
3
3
3
一唱
一高
齢
期

の
た
め
貯
蓄

量
か
な

Em印
鑑
建
畠
を
匡
症
し
て
一帥
一や
趣
味
等
で
備
える

市
市長
重に

g 12 
無 ft
投----'"
票

Z雄
委ょ氏
写~ 'b~ 

氏璽 芸名付ま
E唱帳 選 、欠はた
E蓋歪 し無貝
vー ヂ繋 i浸車

522;さそ??iifiiii
a〓唱口惜札耳見 り同旦E生氏 氏いの欠

米軍の

実 22.9%

て
何
が
問
題
に
な
る
か
と
い
う
劇

目
で
は
、
「
他
成
・
医
療
」
が
れ取
も

多
く
、
次
い
で
「
生
活
山
H
h
-
生

き
が

い
」
内
川
聞
に
な
っ
て
い
ま
す
ω

こ
の
明
目
的
「
生
活
資
」
に
関
連

し
た
高
齢
別
の
生
活
資
金
で
は
、

「公
的
年
金
」
が
M
M
4
%
と
圧

倒
的
で
、「
貯
帯
・
財
産
の
取
り
刷

L
」
ぬ
3
%
、
「
倒
人
年
金」

m
'

2
%
、
「
勤
労
に
よ
る
収
入
」
ぉ
・

3
%
と
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
向
的
則
的
治
的
と

し
て
何
を
す
る
か
と
い
う
羽
目
で

は
、
「
貯
帯
、
有
価
統
券
‘
保
険
」

日
記
・
8
%
、
「
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
や
趣

味
を
さ
が
す
」
お
5
%
、
「
巡
助、

食
引
等
他
版
管
理
」
出
・
4
%
.

「自
分
が
住
む
た
め
の
土
地
や
住

宅
内
硲
保
」
日
・

4
%
な
ど
と
な

っ
て
い
ま
す
。
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2
月
時
日
か
ら
3
月
日
日

柏
税
務
署
な
ど
で
受
げ
付
げ

今
年
も
い
よ
い
よ
確
定
申
告
の
時
期
ガ
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
税

金
は
、
私
た
ち
の
柱
会
を
岨
置
か
で
住
み
よ
い
も
の
に
す
る
だ
め
の
基

礎
と
な
る
大
切
怠
財
源
で
す
。
正
し
い
申
告
と
納
税
を
お
願
い
し
ま

す
。
申
告
は
、

2
月
何
回
(
土
)
か
ら

3
月
刊
旧
日
(
金
)
ま
で
柏
税
務

署
怠
ど
で
受
け
付
け
ま
す
ガ
、
簡
易
怠
申
告
は
市
民
会
館
(
申
告
カ
レ

ン
ダ
ー
穆
照
)
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

H
柏
税
務
署
宮
(
組
問

)
2
3
2
1
H

(確定申告受付)

所
得
税
の
申
告

平
成
2
年
分
の
硲
定
申
告
は
、

2
月
凶
日
か
ら
3
月
日
日
ま
で
の

聞
に
税
務
忠
へ
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
.

確
定
申
告
は
、
自
分
で
年
間
の

所
得
金
術
(
ま
た
は
捌
失
額
)
と

そ
れ
に
対
応
す
る
所
得
税
の
額
を

遮
正
に
計
算
し
納
付
す
る
た
め
の

手
続
き
で
す
。

路
定
申
告
替
を
提
出
し
た
あ
と

申
告
が
過
少
で
あ
っ
た
り
刈
限
内

に
申
告
と
納
付
が
な
い
場
合
、
延

滞
税
や
加
算
税
が
賦
課
さ
れ
ま
す
。

ご
注
置
く
だ
さ
い
。

確
定
申
告
の

必
要
な
人

川
事
難
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど

が
あ
る
人
の
場
合
で
、
次
の
算
式

で
税
制
酬
の
あ
る
人

制
時
税
所
得
金
額
×
税
率

l
配
当

住
除
H

税
額

ダー

日時 会 f晶 内 答

2116-3 /15 確定申告全般
午前9帥ー12咽 柏税務省 R盟 与 1且1'1量tOO-5.00 

2116-3115 

'nfl9曲 -12:佃 市民会館
市l県民税全般

'r.1量I田-.凹 i墨付申告中心
(Il.l.土岨日IlI正午，Tl

2125・2126 湖北地区 市県民税金般

tl ~ 1削凹ー 12 回 公 民 館 iS1付申告中心
~ .. I長 I:(}()- -1曲 (湖北支所衷) (出張受付)

2/27・2/28 っくし野 市県民税金般

!t:ipJ9:00-12:00 コミュ ニテ ィ 還付申告中心
午怯1:00-01:00 ホ Jレ (出現ミ受付)

3/4・3/5 市I 手lt ムロヨ 市県民税全般

午前9・00-12:00 市民セ ンター 還付申告中心
午1量1:00-~曲 (湖北台支所袈) (出張受付)

3/7・ 3/8
1Ii {左 南 市県民税金般

午前~加ー 12:00 近隣センター (出張受付)
~.Inoo - '.00 

2125・2126・311 税務署職員

午前9:3a-12曲 による出張申告
午i量j:otI-3:30 相談 ・受付

市民会館
2127・2128・3/1.3/4 所1号悦の確定申告
午前9:JI)-12曲
午i量):00-3:30 H料相続白受付

自定申告昭
一一昌也〈、③昌昌信

ンレ申告カ

第798号

(日略目、第2・4土曜日liお休みです)

調度置付'"世Il悦m将で上!e舟l:I11.以ri!以後でb受け付けています.
''''重宮市告白目送付金受けている1i1!送付された世間を持参し て(tl車、.

ニ'注意湖北地区公民館は、駐車場があリ;ません。
車でのご車場はご~慮ください。

間
給
与
所
得
の
あ
る
人
で
次
の
①

か
ら
③
に
絞
当
す
る
人

①
給
与
収
入
金
額
(
給
与
の
年

収
)
が

1
5
0
0
万
円
を
趨
え

る
人
②
給
与
以
外
的
所
得
が
初
万
円

を
超
え
る
人

③
給
与
が
2
か
所
以
上
あ
る
人

で
従
た
る
給
与
の
収
入
金
額
と

給
与
所
得
以
外
的
所
得
の
合
計

制
酬
が
初
万
円
を
超
え
る
人

ω同
族
会
社
の
役
員
で
、
そ
の
法

人
か
ら
貸
付
金
利
子
、
不
動
産
賃

貸
料
を
安
け
て
い
る
人

山
内
み
な
し
法
人
螺
税
を
選
択
し
た

人間
予
定
納
税
額
の
あ
る
人

譲
渡
所
得
の
申
告

平
成
2
年
中
に
土
地
(
借
地
機
)

や
建
物
な
ど
の
不
動
産
や
、
ゴ
ル

7
会
貝
柚
等
的
資
産
を
売
っ
た
場

合
な
ど
は
、
被
波
所
得
に
つ
い
て

所
得
税
内
覧
阜
申
告
が
必
要
で
す
。

不
動
昨
棋
の
光
却
、
交
換
、
判
丹
い

挽
え
、
あ
る
い
は
国
や
地
方
公
共

団
体
な
ど
に
収
用
等
さ
れ
た
人
は
、

『
分
離
楳
税
の
峨
波
所
得
」
と
し

て
分
離
課
税
用
の
所
得
税
の
硲
定

申
告
容
を
使
っ
て
、
給
与
、
営
業
、

不
動
産
な
ど
の
他
的
所
得
と

一
緒

に
申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
。

マ
イ
ホ
ー
ム
を
売
っ
た
場
合
の

3
0
0
0
万
円
の
特
別
使
除
な
ど

の
捜
渡
所
得
の
各
税
特
例
は
、
税

金
の
か
か
ら
な
い
場
合
で
も
申
告

が
必
要
で
す
。

ゴ
ル
7
会
貝
位
、
賞
金
属
、
密

画
、
骨
と
う
品
な
ど
を
先
っ
た
り
、

交
換
し
た
場
合
や
、
借
家
人
が
立

退
料
な
ど
主
再
け
取
っ
た
場
合
は
、

「
総
合
課
税
の
鍛
渡
所
得
」
と
し

て
一
般
用
的
碓
定
申
告
欝
を
使
っ

て
他
的
所
得
と
一
一
緒
に
申
告
し
て

く
だ
さ
い
。

贈
与
税
の
申
告

圃
申
告
が
必
要
な
人

平
成
2
年
中
「
個
人
」
か
ら
土

地
(
借
地
借
)
や
建
物
な
ど
の
不

動
感
や
現
金
、
領
貯
金
、
株
式
、

債
権
な
ど
の
財
産
を
受
け
た
人

は
‘
贈
与
税
の
申
告
が
必
要
で
す
。

(
贈
与
税
内
申
告
は
、

2
月
1
日

か
ら
3
月
日
日
ま
で
)

。
平
成
2
年
中
に

ω万
円
を
超
え

る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
人
は
、

申
告
が
必
要
で
す
.
不
動
産
の
購

入
‘
建
築
に
除
し
て
資
金
を
出
し

た
割
合
に
応
じ
て
、
受
胞
を
行
っ

て
い
な
い
場
合
な
ど
に
も
申
告
が

必
要
で
す
。

。
配
偶
者
位
除
の
特
例
や
住
宅
取

得
資
金
的
附
与
の
特
例
は
、
税
金

の
か
か
ら
な
い
場
合
で
も
申
告
が

必
要
で
す
.

出
こ
れ
ら
の
特
例
は
、
附
与
税

だ
け
の
特
例
で
す
。
迂
録
免
併
税

や
不
動
産
取
得
税
な
ど
は
、

一
般

の
扱
い
と
な
り
ま
す
何
で
ご
注
窓

く
だ
さ
い
。

市
県
民
税
の
申
告

回
申
告
が
必
要
な
人

給
与
所
得
だ
け
の
人
で
、
勤
務

先
か
ら
市
役
所
に
給
与
支
払
報
告

符
が
総
出
さ
れ
る
人
や
所
得
税
め

硝
定
申
告
を
す
る
人
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。

市
川
附
民
税
の
申
告
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
人
と
は
、
次
に
該
当

す
る
人
で
す
。

①
平
成
3
年
1
月
1
日
現
在
で
我

孫
子
市
に
居
住
し
、
平
成
2
年
中

に
各
続
的
所
得
が
あ
っ
た
人

②
市
内
に
居
住
は
し
て
い
な
い

が
、
平
成
3
年
l
月
1
日
現
在
、

我
孫
子
市
に
事
業
所
や
事
務
所
あ

る
い
は
家
星
放
を
持
っ
て
い
る
人

③
勤
務
先
か
ら
市
県
民
税
が
差
し

引
か
れ
な
い
人
、
ま
た
は
給
与
支

払
報
告
舎
が
鎚
出
き
れ
な
い
人

④
給
与
所
得
者
で
、
給
与
以
外
的

所
得
が
あ
る
入
、
ま
た
は
2
か
所

以
上
か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け

て
い
る
入

、

所
得
税
と
異
な
り
、
年
末
御
盤

さ
れ
た
給
与
以
外
的
所
得
が
幼
方

向
以
下
町
人
で
も
申
管
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
@

⑤
縫
机
控
除
や
医
療
資
控
除
を
受

け
、
市
県
民
税
の
軽
減
を
す
る
人

商
他
世
帯
内
人
に
扶
養
に
な
っ
て

い
る
入
、
単
身
で
居
住
の
学
生
‘

非
課
税
所
得
(
遺
族
年
金
な
ど
)

だ
け
の
人
も
申
告
を
し
な
い
と
、

管
促
な
ど
で
ご
迷
慾
を
か
け
た

り
、
ま
た
所
得
内
有
無
の
陥
認
、

非
課
税
証
明
詩
的
発
行
、
国
民
健

康
保
険
税
の
資
料
な
ど
に
も
必
袈

と
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
申
告
を

お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、
骸
当
す
る
人
に
は
申
告

瞥
を
郵
送
し
ま
す
が
、
届
か
な
い

人
は
申
告
会
場
へ
お
越
し
に
な
る

か
、
電
話
等
で
市
税
税
課
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

一」主主.LJし--.JL

L昨
378 

申告は土曜日を避け平日に
土曜日(第 2・4土曜日は休み)は大変混雑します。

落ち着いて相談できなかったり長時間お待たせする場

合がありますので、土眼目の申告はなるべく避け、平日

に申告してく ださるようお願いします。

申告に必要なもの
所得税、市県民税の申告には、次のものが必要です。

本印鑑 *源泉徴収票 *収入のわかる帳簿類 本必要

経資のわかる帳簿類と領収魯等 *所得から差し引かれ

る使除証明書 *生命保険の支払証明書 *国民健康保

険・国民年金の証明書

申告書は税務署から送られた用紙を
税務署から送られた申告魯や納付書には、事務整理上

必要な事項が印刷されています。書きjJlじて5)11の用紙を

f買う場合は、印刷されている事項を漏れなく書き写して
ください。

確定申告書の用紙が送付されない方で申告が必要な方

は、税務署、市役所(支所も含む)に備えてある用紙で期

限内に申告を済ませてください。

申告書の提出先は
市役所では、主に市県民税の申告、還付申告などのご

く簡易な申告を受け付けます。

所得税の確定申告や土地、建物等の売却による譲渡所

得、営業、不動産所得などの申告は柏税務署または出張

相談(申告カレンダー参mll等でお願いします。

@a@G>G 
台所得税・贈与税→柏税務署(下図)

宮 (46)2321
台市県民税4市課税課包 (85)1111

に理だい 。
ご士さ合市市
;主、いわの ヵ
意ニ。せ各ム
〈セまは支ふ
だ税たご所之
さ務二遠へ孟
い署セ慮の一
員税 〈問、



第798雪

健康刻イド
保
健
セ
ン
タ
ー
で

湖
北
台

1
の
M
M
の
附

(
湖
北
駅
南
口
徒
歩

2
八

万

)

包

W
1
1
1
3
1

一一、=

し
あ
わ
せ
学
級

こ
れ
か
ら
父
削
叫
付
税
に
な
る

方
、
ぜ
ひ
‘
こ
犬
紛
で
ご
参
加
を
。

V
日
時

2
月
日
日
(土
)
午
前
日

昨
却
分
か
ら

μ時
初
分

(交
付
は

当
日
会
場
で
ん
寸
前
9
時
時
分
か
ら
)

V
内
容
*
凶
。，
映
写

「吋
と
子

の
き
ず
な
」

本
泌
ち
〈

ん
の
お
胤

門
的
入
れ
方

(
災
自
)

*
そ
の
他

画
畑
閣
川
]

V
時
間

午
前
9
時
ぬ
分
か
ら
U

時
初
分
(
如
3
聞
は
午
後
l
時
か

句
q
J
時
)

-v
持
参
川
町
子
他
政
千
M
m
と
柑
甲
山

用
円
い
は
毎
回
・

ml岡
は
パ
ス
タ

オ
ル

l
枚
。
第
4
四
は
さ
ら
し
布

i
5

0
m
位
、
糸、

創
.
ハ
サ
ミ
、

マ
チ
剣
を
持
参
し
て
〈
ど
さ
い
J

。-4島

4

司
回
線
学
級
日
程

酷 1回 2 H 4 U j;I!li町制
(nl IH~体l是

第2回 2月13U 祉仁川'内rn同f9j生
{水) tHx'llと尚崎町f¥!位

2円1911 H:t~( 111同世主
車3固

{火} 任問中南庄町 mCl>(師町品}

第4固 2 fl1511 
r---j ( リ~ム Y

(月} 市、t-，ゃん伺JC"豊

升ご 「一一一l

詰記|育 1

tlil刈川尼 1

裂なl相 1
22峨

犬伝 ズ
§門た ム

宮裕雪歌史

よ事吉うな
Eん‘ず
か I ‘

月 一

(3) 1991. 2. 1 

に
つ
い
て
の
細
か
い
相
品
を
行
っ

て
い
ま
す
n

お
れ
械
に
ご
相
談
を
u

v
日

程

2

月
5
H
か
ら
泌
H
ま

で
の
毎
迎
火
山川日

V
受
付
時
間

午
前
日
時
日
分
か

ら

9
時
桁
分

(政
当
児
)
、
午
前

9

仙
川
氏
日
分
か

句
川
時
幼
分
(
そ
の
他

相
械
の
あ
る
万
)

V
対

象

*

平

成

2
年
刊
丹
生
ま

れ
(
辿
知
が
い

き
ま
す
)

ネ

0

1
6
歳
児
(
相
鮫
の
あ
る
方
}

出
乳
児
他
訟
は
吋
干
他
版
予
般
の

無
料
券

(
3
1
6
か
月
用
、
9
i

H
か
月
別
)
を
利
用
し
、
阪
出
市
機

関
で
交
け
ま
し
k
う
。

同
州
市
市

E

V
日
程
ホ
2
月
1
日
(
金
)
・
平

成
屯
年
7
川
1
H
i
u
H
止
ま
れ

*
2
月

8
日
(
金
)
平
成
元
年
7

月
刊
日
i
引
日
生
ま
れ

V
時
間

午
前
日
時
四
分
か
句

U

時V
持
参
ほ
了
他
山
手
帳
、
削
除

挟
、
他
ブ
ラ
シ
(
大
人

子
供
州

弁
1
本
)

一
小
児
マ
ヒ
生
ワ
ク
チ
ン
一

一
ハ
ポ
リ
オ
〉
鑓
与
一

V
対
象

平
成

2
年
8
月
以
前
に

生
ま
れ
、
ポ
リ
オ
投
与
を
2
皮
済

ま
ぜ
て
い
な
い
乳
幼
児

(
l
同
固

と
2
M
目
的
間
隔
は
6
迎
間
以
上

あ
け
る
こ
と
て
対
象
犯
に
は
通
知

し
ま
す
。

V
日
程

2
月
初
日
(
火
)

(湖
北
台
・

1
鏡

2
か
月
)

い
け
疋

5

0
う

リ
池
田
千
尋
5
ゃ
ん

ブ
ラ
ン
コ
が
大

好

き

2月の日曜・休日当番医
日 病・医院名 電話

我孫子つ〈し野病院 84-2211 
3 
版本似科医院 89-2471 

我孫子型仁会病院 88-3111 
10 
四i 山 医 院 88-3231 

宗仁 会 我 孫子病院 82-8166 
11 
星 野 医 院 88-2248 

‘「相I 台病院 89-1111 
17 
会見 問 医 院 88-28，10 

7ピコ外科強形外科病院 84・7321
24 
村 lfl 阪 院 82-5171 

V
時
間

午
後
l
時
ぬ
分
か
ら
2

時
初
分

V
持
参
母
子
他
山
川
手
帆
‘

間
給

岬
内説

発
熱
等
心
配
な
と
き
は
‘
主
治

医
に
相
叫間
後
お
い
で
く
だ
さ
い
。

一ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
府

一

一
唱
の
よ
ぴ
判
定
B
C
G
-

V

対

象

平
成
2
年
間
月
以
前
に

生
ま
れ
、
1
皮
も
B
C
G按
抽
聞
を

安
け
て
い
な
い
乳
幼
児
(
対
依
児

に
は
通
知
し
ま
す
)

V
時

間

午

後

l
時
却
分
か
ら
2

時
初
分

V
持

参

母

子
館
山
肌
手
帳

4

『
ツ
反
お
よ
び
判
定
B
C
Gの
日
程

y
ベルタ
リ
ン
反
応
一
判
定
B
C
G

Z
H叩
U
A
火
)
一
2
月
別
U
(本
}

回
開
発
同
等
心
配
な
と
き
は
.
主
治
医

に
相
械
の
比
四
お
い
で
く
だ
さ
い
“

mg ミ
(沢52悼り
E智主丈全
;也P て、、 L
今元る
かよ
月

肩
こ
り
・
腰
痛
教
室

府
こ
り
や
腰
痛
で
陥
ん
で
い
る

人
は
い
ま
せ
ん
か
a

当
日
は
側
別

相
賊
も
お
交
け
し
ま
す
。

V
時

間

午

後

I
時
初
分
か
ら
3

時

(長
付
・
1
時
か
ら
1
時
初
分
)

V
申
し
込
み
保
他
セ

ン
タ
ー
へ

沼
稲
ま
た
は
前
桜
お
い
で
下
さ
い
6

4

『
肩
こ
り
・
腰
痛
敏
室
日
夜

期日 主御内容

2月5fl 身近な健成法 {話)
{火) f>":f量 m~. lI l略 体を動かす甚イミ)

2月12n i!IJ'訟断
(火) 増尭のバランえをとるために

2月19A iW、自のみがきJ;"t，そヲのヲゐ?の予防lつL、て
(火} 府ニ '1睦姉干防肉体持

2 1126A 周ζ り腿術干防の1>":搾
(火) 日本町状態を見なが均体仰を行います)

予
防
接
種
は

医
療
機
関
で

次
的
予
防
機
械
は
医
山
市
機
関
で

受
け
て
く
だ
さ
い
。
災
地
医
療
機

関
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ご
案
内

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
.
お
た

山
く
か
ぜ
や
麻
時

の
予
防
織
的
を
金
け
る
際
、
M
M

R

(新
三
日間刷出合
H

麻
路
‘
胤
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
ぎ
が
為
却
す

健
康
メ
モ
⑬

睡
眠
に
は
キ
お
男
女
を
問
わ

ず
大
き
な
仙
人
差
が
あ
り
ま
す

が
、
年
を
と
る
と
若
い
と
き
に

比
べ
て
限
り
肉
質
髭
と
も
に

低
下
す
る
的
が
普
通
で
す
。

睡
眠
と
党
邸
内
割
引
れ
方
を
年

代
別
に
み
る
と
、

新
生
児
は
ほ

と
ん
ど
1
日
中
限
り
続
け
.
3

1
4
時
間
ご
と
に
わ
ず
か
に
目

ざ
め
ま
す
。
乳
児
‘
幼
児
と
発

述
す
る
に
つ
れ
先
間
的
目
ざ
め

て
い
る
時
間
が
長
く
な
り
、
眠

り
が
夜
に
絡
ま
っ
て
き
ま
す
。

栄

聾

相

鎖

あ
な
た
の
貧
事
、
野
来
は
足
リ

て
い
ま
す
か
.
甘
い
も
の
を
と
り

す
ぎ
て
い
ま
せ
ん
か
。
食
事
記
録

的
カ
ロ
リ
ー
チ
エ
ソ
ク
や
献
・
止
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
い
ま
す
@
ぜ
ひ
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

V
申
し
込
み
屯
縮
予
約

(H
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

V
姐
当
保
健
セ
ン
タ
ー
栄
義
士

幅
川
直
品
川
国

保
飽
セ
ン
タ
ー
て
は
心
的
悩
み

を
も
っ

た
方
の
た
め
に
梢
神
衛
生

相
械
を
行
っ
て
い
ま
す
。

V
申
し
込
み
泡
J

拍
子
約

(日
時

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
)

る十
月
は
医
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
.

V
持
参
母
子
他
山
山
手
帳
と
印
鑑

V
費
用

就
学
的
ま
で
無
料

や
が
て
成
人
に
な
る
と
外
川
円

を
さ
ま
し
て
伐
蹴
る
と
い
う
1
U

1
同
町

「

m相
性
時
限
引
L

が
完

成
し
ま
す
ω

と
こ
ろ
が
年
を
と
る

と
彼
の
睡
眠
が
浅
く
な
り
.
朝
早

く
目
が
さ
め
て
H

円
以
が
ふ
え
、
政

れ
以
外
の
ノ
/
レ
ム
雌
川
町
則
が
あ

り
ま
す
。
他
山
山
な
百
年
の
劫
合
、

深
い
ノ
ン
レ
ム
M
m
眠
は
睡
眠
円
前

半
に
多
く
、
レ
ム
M
m
阪
は
約
1
時

間
半
町
周
期
で
続
則
的
に
現
れ
ま

す
。
と
こ
ろ
が
お
年
得
り
に
な
る

お
年
寄
り
の
睡
眠
障
害

は
山
地
れ
て
早
〈
床
に
つ
〈
と
い
う

よ
う
に
、
時
限
・
党
恨
の
リ
ス
ム

が
乱
れ
、
幼
児
の
「
多
相
性
陣
蹴

型
」
に
地
も
ど
リ
し
ま
す
。

睡
眠
に
は
眼
球
が
吊
先
に
動
き

少
が
現
れ
る
レ
ム
峰
山
山
肌
と
‘

そ

V

但

当

神
経
内
科
医
楠
山
述
郎

先
生

胃
ガ
ん
検
訟

を

実

施

保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
3
月

ヒ
旬
に
凶
が
ん
検
診
を
実
施

し
ま
す
。

V
対
象
市
内
在
住
町
刊
以

以
上
何
万
(
医
療
被
閃
で
検

殺
か
'A1け
て
い
る
方
を
除
〈
)

V
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

ハ
ガ
キ
に
住
所
、

氏
名
、
生

年
月
日
‘
年
齢
、
性
別
、
氾

m佑
号
円
が
ん
検
伶
希
明
一を

明
記
し
、
2
月
日
日
(
金
・

消
印
有
効
)
ま
で
に
湖
北
台

ー
の
ロ
の
凶
保
健
也
ン
タ

l

宮
(
幻
)
1
1
3
1
へ

般ジ百種
(麻
li 

i時フテ U ー し
リせi!t

カ・

区三合 )疹

l娘fh4 !とな l !!!!!傾長4倒密f是l 
lul が?まV( れ、俄町

す 。町

後附， 2 し川l当A! るニLなZ生E 鉱
当τU 10! 札、且をH と 、H
児はか カ《11長eヵ・

除Jを〈l l l i長句 守i り お

!UIIYJ.l8草'lvFt i ま 18枕 よ1" lj.か
Lか学，1;1 U ( 3 1ま1 、、)J

III~' ip 1ま eかま 機

I以あ1Ir J内lf8iHHll機にMでT2町てVJL J ・
除Jf百r3百l-t6m 世A H 

積

1回
間

けでる
て 3こ

」

と
位
つ
き
も
恋
〈
眠
リ
も
浅
い
の

で、

市
は
中
に
何
度
も
目
が
さ
め
て

し
ま
う
と
い
っ
た
よ
う
に
な
り
ま

す
。
惟
眠
は
脳
が
た
だ
休
ん
で
い

る
の
で
は
な
〈
、
逆
に
脳
が
桜
極

的
に
附
眠
を
つ
く
り
だ
し
て
い

る

も
の
で
、
年
を
と
る
ニ
と
に
よ

っ
て
脳
の
被
能
が
川
下
す
る
と

深
い
限
り
が
つ
く
れ
な
く
な
る

の
で
す
u

お
年
術
リ
何
不
眠
対
策
と
し

て、

ま
ず
銃
殺
を
少
な
く
し
、

限
リ
を
深
夜
に
集
め
る
必
泌
が

あ
リ
ま
す
。
少
部
門
雌
眠
薬
を

上
手
に
使
フ
と
.
よ
く
眠
れ
て

銃
聞
も
快
適
に
過
ご
せ
る
よ
う

に
な
る
苧
』
と
も
あ
リ
ま
す
が
、

睡
眠
孫
を
仙
ヰ
フ
か
ど
、
っ
か
は
必

ず
灰
聞
の
指
示
に
従
う
よ
、
フ
に

し
ま
し
ょ
、
フ。

V
問
い
合
わ
せ
我
孫
子
市
医

師
会
宮
(
鉛
)
5
5
2
5

柏
保
健
所
か
ら
鰐
づ
い
日

3
鵬

児

健

康

膨

査

療

育

相

殴

V
対

象

昭

和
臼
年
日
月
生
ま
れ

V
日

時

2

月
初
日
(
木
)
午
後

(通
知
が
い
き
ま
す
)

1

時

か

ら

2
時
(
柏
保
他
所
)

V
日
時

2
月
ロ
日
(
火
)
受

付

V

対

象

的
問
形
外
科
的
な
心
配
的

午
後
l
時
日
分
か
ら
2
時
日
分
あ
る
日
此
未
満
の
乳
幼
児
と
児
就

V
場
所
保
健
セ

ン
タ
ー

v内
容

斡
形
外
科
医
に
よ
る
除

V
持

参

母

子
館
山
手
帳
‘

樹

ブ

M

M

指

持
、
保
他
婦
に
よ
る
指
導

ラ

シ

、

尿

守

持

参

ほ

子

健

康

手

帳

保
健
推
進
員
奮
募
集

V
対
象

台
園
、
並
木
、
若
松
、
の
事
業
の

P
R活
動
揺
他
山
川
耐
て

栄、

新
木
地
区
に
花
住
町
仰
縫
代
の
学
部
会
誕
行
政
と
市
民
と
の
バ

町
立
性
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
イ
プ
役
と
し
て
の
赤
ち
ゃ

ん
か
ら

関
心
の
あ
る
健
康
な
方

お
年
寄
り
ま
で
の
家
庭
訪
問
出
他

'
募
集
人
員
各
地
医
l
名

(

3

牒

ま

つ
り
へ

の
参
加

月
に
耐
桜
予
定
)

V
問
い
合
わ
せ
保
他
セ

ン
タ
ー

V
活
動
内
容

vm
似
他
セ
ノ
タ
1
8
(
市
町
)
1
1
3
1

可
岨
嗣
刻
劃
刻
劃
川

2
月
は
以
内
帥
剛
山
批
准
強
制
月

問
。
冬
期
的
、血
液
不
足
解
消
の
た

め
、
次
の
と
お
り
献
血
を
行
い
ま

す
の
で
み
な
さ
ん
円
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
n

V
日
時

2
月
日
日
(
水
)
午
前
9

時
ぬ
分
か
ら
午
後
3
時
初
分
(
正

午
か
ら
午
後
1
時
ま
で
は
休
恕
)

V

場

所

市
候
所
正
而
玄
関
前

V
問
い
合
わ
せ
M
生
烈

379 
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EE 
一一、=

。
市
民
図
宙
館
窓
(
削
山
)
1
1
1
0

@
霊
口
語
E
(
U
)
3
2
5

@
布
佳
分
館
宮
(
m
開
)
1
3
1
1

0
移
働
図
宙
館
官
(
同
町
)
0
9
0
9

。-
ミ
ニ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

4揚}

@
湖
北
台
分
館

H
油
給
H
-v作品
・
作
者

地
拾
(
8
号
)高

崎市単
一一(
刈
北
台)、
地
訓
ケ
原
(
日

号
)
寺
山
光
郎
(湖
北
台
)
、
化
と

本
(
6
号
)
長
谷
川
池
一
(
中
虫
)
、

長
田且門

(ω
号
)
市
制
悶
娘
二
中
毘
)
、

人
形
(
6
号
)
内
槻
桁
正
(
湖
北
台
)

@
布
佐
分
館

H
草
作
品
目

マ
作
品
・
作
者
容
に
飛
ぶ
(
山
叩
X

帥
h

，)、

U
M
l
h
6
(
郎
V
A

印
ワ
)

村
上
喜
子
(
内川)

画
展
示
期
間
2
月
H
日
ま
で

お
は
な
し
会

「
供
た
ち
に
取
し
い
絵
本
と
の

出
会
い
を
他
や
か
な
成
長
を
、

と
い
う
思
い
を
込
め
て
‘
出
し
い

お
は
も
し
や
絵
本
の
続
み
聞
か
せ

を
行
っ
て
い
ま
す
。
4
成
か
ら
り

織
ぐ
ら
い
の
チ
ピ
y
予
集
ま
れ

r

v日
程

*

2
月
幻
口
(木
)市
民

第798号

A

私
の
同
町
き
な
出
個
所
V

国間
1

7
目
6
番
地
の
短
目

山
口
魁
(
緑
)

こ
の
信
組
道
、
左
側
は
精
道
館
創
段
者

・
加
納
治
五
郎
農
叡
跡
、
右
側

は
民
芸
運
動
先
駆
者
柳
霊
宿
居
跡
。
臼
機
派
の
志
員
宿
震
、
武
者
小

路
軍
総
連
ガ
往
き
来
し
た
坂
道
と
怠
っ
か
し
め
る
.
鎖
子
に
1

宗
悦
坂
L

と
名
M
U
け
、
明
け
暮
れ
馴
染
ん
で
い
る
.

休
館
の
お
知
ら
せ

市
民
図
曲
目
航
は
資
科
経
理
の
た

め
次
の
と
お
り
休
館
し
ま
す
.

。
本
館
2
月
M
日
(
木
)
ま
で

@
湖
北
台

・
布
佐
分
館
、
そ
よ
か

ぜ
号

2
月
日
日
(金
)
E犯
日
(
木
)

写
真
募
集

制
的
f
k
m
M
1
M
M

こ
の
制
に
峨
せ
る
写
院
を

υと
包
を
明
記
し
、
我
綿
子
l

募
集
し
ま
す
.
-
一
ナ
!
?
は
「
私
8
5
8
市
役
所
広
報
広
嶋
隙
へ

の
何
事
な
こ
の
場
所
.
こ
の
ど
う
ぞ

.

(wm巡
呈
)

会
館
第
A
q
会
紋
日
記
*
2
月
H
日

(
木
)
布
佐
分
館
お
は
な
し
の
へ
や
点
封
タ
阪
械
の
本
(
守

コ
l
レ
イ
)

V
時
間
午
後
3
時
初
分
1
4
時
*
叫
句
の
た
の
し
み
(
中
村
真
一
郎
)

「
パ
川
U
U
川
U
川
刊
川
け
川
}
*
政
肘
ち
半
九
郎
(
池
辺
正
太
郎
)

一

舎

月

の

新

型

品

人
た
ち
の
世
(
抜
山
三
郎
)
*

守
書
名
(
著
者
)
*
1
9
9
1
年
忠
人
(
保
付
節
子
)
*
家
元
町
女
品
叩

H
本
は
ミ
な
る
(
=
和

総

合

研

究

工

戸
藤
一

=
*
花
営
花
(
平
岩

所
)
ネ
パ
ワ

l
シ
フ
ト
(
ト
7
ラ
l
)

弓
快
)
*
ス
テ
ラ
(
プ

ロ
l
テ
イ
)

一)
一
同

一切
一閃
一切
一
回
一時
一叩
一品
一冊
一
m
一回
一
削
一
岨

一回

一後
一
。
一・・一
e

E

一円
一一.一い一一パ

一に
-
J
一に
一パ
一E
・一い一一川

相
川
町

一間一
寸
一寸
一
吋
一↓
一
ベ
一
寸
一
ベ
一
寸

一↓
一
寸
一
寸
一
ベ
一寸
一
↓

涜
品
川

一間
一時

一時
一時
一冊一

ω
一∞
一
ω
一朗
一冊
一拍
一初一

m
E
E

-

-時
一じ
一
仁

一仁
一仁
一
仁
一仁
一
仁
一
仁
一
仁
一い一

仁
一
仁
一
仁

一仁

「昔
か
ら
た
た
き
た
か
っ
た

ん
で
す
.
太
以
は
日
本
の
官
謀
、

日
本
人
む
ら
だ
れ
で
も
好
き
屯

ん
じ
ゃ
主
い
か
な
」
と
会
的
代

L
a
a守
也

表
、
政
辺
お
子
さ
ん
の
官
抑
制
は

太
鼓
の
よ
う
に
歯
切
れ
が
い
い

昨
年
、
中
央
公
民
館
で
ユ

ニ

ー
ク
主
新
総
底
的
一
つ
と
し
て

太
般
教
室
を
開
設
、
初
名
が
参

号よか嘗号(白書館~) 2月の目
曜 日 |日 I;r.テーシヨン名| 繍 所

中 的 1'1'峠 (i!.岡 持公 1.1
湖 北 |湖北地区公民館

桁木野 |ゐ句き針スト T ，# 
天 王 古|天王古車児京公開

1'1 IIi fj I柴 崎 古 4号公開
久寺 草|久寺 京 あけはの公開

つ〈 し野|車島y ヨノピノグセ〆ター事

哨 {主 1m 背 1fー館
一 一 一
布佐平れl古 l布生前 j!i:rriセンタ 一
白 山 |三洋 'ol11世 住 宅入口
並 木 |九石 家 具 駐 車刈

古 山| 古畑地尻公!日

出 戸 IIU戸i!!r:iセノタ 一
つ<L-9r I東且シヨ ッピノグセンFー喪

⑪ 論拠醐
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H 

水

木

木

金

金

水

的大
F

W

寿
町防

的長
2
苛

生
き
る
喜
び
の
学
留
め
場
.
長

伴
大
学
で
は
、
次
的
日
程
で
大
学

祭
を
問
悩
し
ま
す
・

一
人
で
も
多
く
の
方
向
ご
来
場

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
.

V
日
時

2
月
げ
臼
{
自
)
午
前
川

時
か
ら
午
後
4
時

4
月
か
ら
学
生
も

国

民

年

金

ニ
れ
ま
で
却
な
以
上
で
あ
っ
て

む
学
生
町
悶
民
年
金
の
加
入
は
任

意
で
し
た
が
.
4
月
か
ら
学
生
む

必
ず
加
入
す
る
よ
‘
フ
法
律
が
改
正

さ
れ
ま
し
た
.

こ
の
改
正
に
よ
り
、
日
ω
成
か
ら

ω市
川
ま
で
刊
年
間
加
入
す
る
こ
と

に
な
り
‘
満
州
州
内
老
齢
務
陀
年
金

が
受
給
で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し

れ
f
、
ま
た
‘
こ
れ
ま
で
在
学
中
に

障
害
者
に
な
っ
た
時
、
協
準
法
純

一

年
金
が
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
.
。

が・

同
改
正
に
よ

り

支

給

さ

れ

る

什

討

マ
織
所
市
民
会
館
(
入
効
無
料
)
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

一
リ

ナ

限

概

V
内
容

コ

l
ラ
式
、
民
舞
、
社
な
お
、
学
生
内
方
的
所
得
の
こ
一
に
聴

ハ
且
ダ
ン
ス
、
時
時
、
民
側
、
手
去
、
と
を
考
山
中
し
て
、
保
険
料
的
免
除
い
川
相

カ
ラ
オ
ケ
な
ど
‘
各
学
年
で
発
表
.

制
皮
肉
活
用
な
ど
、
白
川四国
川
で

の

パ

人

出

そ
の
他
ク
ラ
ブ
.
各
学
年
内
作
品
沼
地
も
な
さ
れ
て
い
ま
す
@

-

V

J

仰

を

展

示

し

ま

す

@

学

生

さ

ん

も

認

に

な

っ

た

ら

札

制

問

マ
問
い
合

わ

せ

中

央

公

民

館

開

民

年

金

的

加

入

手

続

き

を

@

皆

μ
凶

怨
(
位

)
0
5
1
5

曹
問
い
合
わ
せ
図
保
年
金
制

'
川

県

1
1
1
1
1
11

1

1

1

1

1

よ

月

我

I
l
l
i

-

-

l

-

』
侮

術
協
的
に
生
き
ら
れ
る
よ
う
に
な
一
誌
は
先

、

文

切

募

っ
た
」
、
「
す
こ
く
恥
し
い
」
と
会
員
。

締

応

波
辺
さ
ん
は
、
「
皆
さ
ん
太
舷
と一

摘
で
n

カ
ラ
y
H
と
し
て
い
る
人
ば

か
リ
」
と
い
う
。

今
後
は
山
抑
制
円
も
月
2
回
に
し
、

『老
人
ホ

l
ム
を
紡
聞
し
た
り
、

市
内
郷
土
議
能
祭
に
も
出
納
し
た

い
で
す
ね
」
と
、
太
鼓
内
科
き
の
よ

.
院

う
に
.
夢
も
広
が
っ
て
い
く
。

E
E

V
連
絡
先
枝
辺
関
子
宮
(
閃
)
2

-

-
4

2
3
3
 

l~ 

太鼓 の 会

加
.
3
か
月
間
で
‘
パ
チ
き
ぱ
き

か
ら
か
っ
ぱ
音
頭
に
合
わ
せ
て
の

品
川
打
ち
ま
で
を
マ
ス
タ
ー
し
十
、

「
太
般
を
た
た
〈
と
全
身
汗
ぴ
勺

し
ょ
リ
・
心
身
と
も
に
織
し
い
ひ

と
時
だ
っ
た
」
と
孫
鹿
に
参
加
し

た
主
婦
.
『
こ
の
ま
ま
な
く
し
て
し
ま
う

の
は
も
っ
た
い
な
い
」
と
、
太
鼓

教
室
1
期
生
の
っ
ち
H
名
で
愛
府

会
を
結
成
し
た
.

現
在
会
員
は
1
名
湖
え
男
6
人
、

女
日
人
向
日
各
年
齢
は
ぬ
歳
代

か
ら
印
歳
代
、
主
婦
や
動
的
人
と

微
々
.
同開問
は
月
1
回
士
山
地
目
的

3
時
、
手
明
口
泊
公
園
に
集
合
し
、

青
山
明
に
合
わ
せ
て
太
泌
を
た
た
〈
.

「
皆
さ
ん
熱
心
で
‘
私
が
引
っ

ぱ
ら
れ
て
い
ま
す
」
と
、
指
山
時
に

あ
た
る
間
島
昭
倍
さ
ん
の
朗
に
笑

み
が
唱
』
ば
れ
る
。

「ド
ド
ン
ガ
ド
ン」「
ド
ド
ス
カ

ド
ン
』「
ド
ン
ド
コ
ド
ン
」
こ
れ
・
句

は
‘
い
わ
ぽ
太
以
内
山
間問
、
い
〈

つ
も
あ
る
パ
タ
ー
ン
を
首
識
で
覚

え
る
。
太
般
を
や
っ
て
み
て
、
「
ス

ト
レ

ス
が
す
っ
飛
ん
だ
」
「
人
生
が

句

染谷果 1圭選

仰

一
給
制
き
月
か
も
さ
し
作
り

崎
谷
千
的
イ

跡
蹴
る
土
よ
り
匂
ふ
A-
牡

丹

附

U

抑
江

民
宿
の
J

品
物
あ
ま
た
冬
あ
ま
ね
し
公
手
キ
制

入
品
目
的
夜
来
を
か
こ
ち
パ
ス
終
る
附
図
滅
的

掠
怖
刷
出命
を
ひ
ら
き
授
を
あ
か
す
萩
谷
日
出
夫

氾
に
山
川
る
や

、
風
の
あ
り
時
雨
か

4

山

川

純

一

八
十
路
市
〈
老
い
主
つ
の
日
の
初
統
制
戸
む
的

万
両
や
小
田
川
町
山
世
に
添
え
し
紅
山
肌
れ
久
子

迎
創
子

的

時

の

終

リ

し

烈

拍

丹

松

浦

忠

彦

.e宅U

淡
h

々
吋
と
夫
の
柑
背H
や
初
仕
官

事

中

篠

凶

ま

さ

官
川似川叩
、
う
ヲ
倍
玄
袋
売
れ山残明リ

M長
官
谷
川
敏
子

山本寛太選

昏
れ
て
な
ほ
さ
さ
鳩
き
や
ま
内
向
的
こ
ゑ

一
入
居
内

耳

目

孤

独

に

あ

ら

ず

閃

ロ

郁

江

除
虫
で
牒
舵
ぐ
紋
之
子
手
づ
〈
リ
の
こ
ん
に
ゃ
く
砲

さ

年

も

謀

れ

ゆ

く

奥

野

二
三

母
を
出
品
ひ
母
を
情
的
る
必
月
の
流
れ
に
在
り
て
人
を

質

せ

リ

偽

総

尾

ま
伐
中
に
石
坑
卒
の
声
か
ら
び
只
ふ
人
も
屯
〈
通
り

す

さ

ゆ

〈

公

乎

等

間

ゅ

，A7

・

夫
の
逝
く
寸
二
日
前
生
れ
し
孫
三
月
と
な
り
て
笑
飢

め

勧

ゆ

き

馬

場

千
鶴
子

息
子
の
厄
と
夫
の
病
的
平
癒
願
U
総
収
た
く
炎
係
と

見

つ

む

る

小

山

礼

子

'av-れ
川
じ

天
品
脱
は
た
め
か
せ
つ
つ
み
市
平
は
都
大
路
を
巡
み
行

く
な
り

揃
戸
む
め

似
り
せ
し
失
亡
き
収
在
的
苦
れ
の
身
は
心
安
け
く
子

ら

に

添

い

ゆ

く

減

辺

万

単

附
子
戸
に
活
け
る
ピ
ン
ク
の
部
隊
一

怖
い
ろ
の
河
川
え

を

り

冬

円

光

り

に

染

谷

新

一

リ
ハ
ビ
リ
に
山
地
れ
た
脚
を
さ
す
リ
つ
つ
山
肌
勺
れ
ぬ
ま

ま

糾

を

む

か

え

る

笈

川

古
郎

@
@
@
G
G
e
o
@
@
 

一
H
限
り
ま
す
H

一
V
有
料
で
キ
過
学
用
カ
パ
ン

(紺
)
2
〈
村
山
倉
(
剖
)
9
1
9

5
v

本
ベ
ビ
l
ふ
と
ん
、
す
べ
り
台‘

コ
ン
ビ
ラ
ッ
ク
〈
番
場
包
(
凶
)
0

6
7
5
〉

V
無
料
で
*
ピ
ア
ノ
〈
京
辺
包

(
邸

)
2
6
0
7
v
*
エ
レ
ク
ト
ー

ン
〈
松
永
m
u
(
幻
)9
2
2
4
〉
*

ラ
ン
ド
セ
ル
(
川
削)ハ
総
井
公
一
旬
)

8
4
1
0
v
*
2
段
べ

y
ド

〈三

恰
包
(
飽
)
9
0
4
2
v

H
mっ
て
く
だ
さ
い
日

*
子
供
用

一
粉
巾

2
ニ
上
包
(制
)

6
5
8
6
〉
*
ビ
デ
オ
デ
y
キ、

ワ
ー
プ
ロ
〈
村
山
台
(
剖
)
9
1
9

5
v
 

マ
申
し
込
み
各
山
中
村
先
へ
間
同
情

屯
訴
し
て
く
だ
さ
い
。
な
お
.
コ

ー
ナ
ー
拘
仰
は
、
氾
絡
で
市
民
生

前
線
消
費
生
活
係
、

V
問
い
合
わ
せ
市
民
生
活
課

h
p
か
っ
ぱ
音
頭
に
合
わ
せ

練
習
に
励
む
会
員

A
太
磁
の
会
の
出
国
串
ん

380 
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三孟三量三子三 (第5固鳥の博物館企画展)
望妻豆璽E三三 お'J)o掬号@)@員
三三三云再三三三三ミ三，~ 一水辺の住人、ガンやカモのくらし

医書量三三号語首長 期間:2月 1 日(金)~4月 7 日(日)

第798号
= 、=

市
町
中
心
、
我
弘
子
駅
南
口
か

ら
徒
歩
5
分
、
八
板
神
社
か
ら
手

賀
沼
公
聞
に
向
う
道
的
両
側
に
立

ち
並
ぶ
商
庖
や
住
宅
地
が
手
賀
沼

公
閲
通
り
町
内
会
(右
図
品
世
間
)
。

こ
の
町
会
か
ら
さ
ら
に
ゆ
る
や

か
な
坂
を
く
だ
っ
て
い
く
と
手
賀

沼
公
闘
が
あ
る
。

町
会
は
、
昭
和
泊
年
に
約
刊
世

帯
で
結
成
。
そ
の
後
徐
々
に
世
帯

も
品
川
え
続
け
、
現
在
司
会
白
川
数
は

1
5
0
世
相
(
初
班
)
。
沿
道
両
側

の
商
庖
主
を
除
い
て
は
、
会
貝
の

ほ
と
ん
ど
が
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
榊

成
さ
れ
て
い
る
。

今
回
は
、
会
長
の
原
新
太
郎
さ

4弱(5) 1991. 2. 1 

自治会訪問@

立 町
地 会
に 結

街並 成
11 35 
手賀 み 年
j百 も
~ 様
恵

園
通 変
ま|町 わ

内
りれ会

11 O 

た

ん
と
、
町
会
結
成
か
ら
土
地
っ
子

と
し
て
育
ち
.
現
在
役
貝
を
務
め

る
河
栗
さ
ん
に
お
話
を
伺
っ
た
。

「活
動
と
し
て
は
、
町
会
内
の

パ
ス
旅
行
、
行
事
は
毎
年
7
月
に

八
坂
神
社
内
祭
礼
が
行
わ
れ
ま
す
。

h

ニ
し

無
り
で
は
、
子
供
仲間同
が
町
内

を
練
り
歩
き
、
八
坂
神
社
か
ら
手

賀
沼
公
聞
に
か
け
て
の
沿
道
に
は

多
く
の
出
庖
が
軒
を
述
ら
ね
て
、

き
な
が
ら
、
山
m
庖
通
り
の
よ
う
な

に
さ
わ
い
を
み
せ
ま
す
。

h
F
八
板
神
社
の
祭
り
で
神
輿
を

か
つ
ぐ
子
供
た
ち

A
近
く
の
高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
か

ら
町
会
を
望
む

烏
の
博
物
館
で
は
、
第
5
因

企
翻
展
「
カ
ン

・
カ
モ
の
世
界
」

を
今
日
か
ら
開
催
.
は
く
製
や

骨
格
根
本
な
ど
実
物
根
本
を
期

間
中
延
べ
加
点
ほ
ど
展
示
。

世
界
的
カ
モ
の
仲
間
た
ち
、

カ
モ
鎮
の
「
か
た
ち
と
く
ら
し
ヘ

手
賀
沼
で
見
ら
れ
る
カ
モ
獄
に

つ
い
て
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
博
物
館
で
し
か
見
ら

れ
な
い
カ
モ
の
は
く
製
も
多
数

展
示
。
き
っ
と
カ
モ
的
知
識
や

興
味
が
わ
く
で
し
ょ
う
。
手
m
H

沼
の
自
然
を
み
な
が
ら
人
と
内
崎

町
共
存
に
つ
い
て
考
、
L
て
み
ま

せ
ん
か
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
.

V
展
示
期
間

2
月
1
日
(
金
)

か
ら
4
月
7
日
(
日
)

V
問
い
合
わ
せ
鳥
の
博
物
館

密

(
お

}
2
2
1
2

役
員
の
任
期
は
、
会
長
が
2
年
、

班
長
は
1
年
交
代
で
務
め
ま
す
・

今
年
で
会
結
成
お
年
、
早
い
で
す

ね
.
だ
い
ぶ
環
境
も
変
わ
り
ま
し

た
.
普
は
、
八
坂
紳
社
近
〈
か
ら

手
錠
沼
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
ん

で
す
。
手
賀
沼
町
水
も
き
れ
い
で、

子
供
向
頃
は
よ
く
泳
い
だ
り
、
シ

ジ
ミ
や
カ
ラ
ス
貝
を
と
っ
た
り
、

裕
好
の
遊
び
場
で
し
た
。

今
は
、
都
会
的
な
高
岡
附
マ
ン
シ

ョ
ン
が
増
、
ぇ
、
街
並
み
も
だ
ん
だ

ん
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
昔

の
人
情
的
良
さ
を
削
惜
し
な
が
ら
、

都
会
的
な
つ
き
あ
い
も
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
で
し
ょ
う
ね
。
」

V
会
長

原

新

太

郎

白

山
I
向

1
的

5

めぴ.、
.r
同
k
'
φ
品

市
広
報
の
本
年
元
旦
号
は
.

0

ハ
レ
と
ケ
。

と
題
し
て
地一百

円
7
才

l
ク
ロ
ア
す
な
わ
ち
民

俗
の
世
界
、
多
く
の
常
民
の
生

活
文
化
が
大
き
く
か
っ
カ
ラ
フ

ル
に
そ
し
て
ビ
ジ
ュ
ア
ル
に
取

り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
・

こ
の
特
集
は
、
現
在
、
頒
布

中
内
『
純
綿
子
市
史
民
俗
・

文
化
財
創
』
(A
5
判

6
7
8

頁

・
4
千
円
)
の
多
岐
に
わ
た

る
内
容
を
元
に
し
て
編
集
さ
れ

て
い
ま
す
。

『民
俗
文
化
財

制
』
は
編
集
委
貝
と
執
筆
者
の

干
業
他
爾
、
斉
藤
純
‘
井
上
正

敏
、
一

色
勝
正
、
側
忠
夫
各
氏

を
は
じ
め
我
孫
子
市
史
研
究
セ

ン
タ
ー
や
湖
北
座
会
で
澗
盗
研

究
に
い
そ
し
む
人
々
、
そ
し
て

こ
れ
ら
の
人
々
の
願
い
に
こ
た

え
て
調
査
に
協
力
を
さ
れ
た
寺

ふ
る
さ
と
産
品
に

3
商
品
加
わ
る

寸
我
孫
子
最
中
ヘ
コ
つ
怠
ぎ
大
和
煮
L

、
「
菜
の
花
昧
噌
」

市
ふ
る
さ
と
経
由
附
育
成
協
議
会

で
は
‘
市
内
で
製
造
、
加
工
さ
れ

て
い
る
食
品
な
な
か
か
ら
、
ふ
る

さ
と
注
目
附
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
も

の
を
、
昨
年
内

8
月
時
日
号
の
広

報
で
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
次
の

3
商
品
を
ふ

る
さ
と
産
品
推
奨
品
と
し
て
扱
っ

て
い
〈
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

ご
家
族
皆
き
ん
で
、
ぜ
ひ

一
皮

A
展
示
さ
れ
る
カ
モ
類

あ

ぴ

...， 
も-

あ

ご
賞
味
し
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

①
我
四
冊
子
最
中
H
和
菓
子
は
せ

が
わ
宮
(m
U
)
0
8
3
2

②
う
な
ぎ
大
和
煮
H
糊
安
井
家

宏
一回

)
1
2
2
5

③
菜
の
花
味
噌
H
や
ま
つ
ね
食

品
側
合

(ω
)
2
7
3
4

ま
た
、
す
で
に
ふ
る
さ
と
産

品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
④
鯉
の

甘
煮
H
鈴
木
屋
本
庖
宮
(飽
)
0

0
0
2⑤
も
ろ
み
小
町
H

鮒
み

や
ま
食
品
工
業
包
(
m
m
)
1
5
2

6
も
ふ
る
さ
と
趨
品
と
し
て
ご

利
用
く
だ
さ
い
.

V
問
い
合
わ
せ
商
工
観
光
課

れ

れ

『

ι-

189 

社
内
方
身
や
古
老
な
ど
多
く
の

人
々
の
叩
数
年
の
成
果
で
・
そ
の

エ
ッ
セ
ン
ス
を
吸
収
し
た
市
広
報

元
旦
号
は
、
こ
の
地
味
な
仕
事
的

帯
械
の
上
に
初
め
て
、
華
や
か
な

姿
で
登
場
で
き
た
の
で
す
。

を
次
第
に
移
動
し
な
が
ら
地
元
の

常
民
世
界
を
く
り
返
し
捉
え
る
試

み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

民
俗
で
は
、
こ
の
地
域
を

J
凡

人
の
生
き
方
を
み
る
実
験
の
場
H

と
し
て
短
め
て
意
義
あ
る
土
地
と

位
也
づ
け
て
、
民
俗
学
の
目
的
を

知
性
あ
る
民
衆
生
活
の
達
成
と
み

る
柳
回
閣
男
の
晩
年
の
姿
鈴
を
受

さ
れ
て
い
ま
す
。

民
家
と
民
具
で
は
、
ま
ず
民
家

と
実
生
活
向
結
び
つ
き
に
箆
き
を

お
さ
、
民
共
を
州
融
業
、
漁
労
‘
同
駅

り‘

官
産
生
活
に
分
類
し
て
、
聴

き
と
り
調
査
で
の
古
老
の
陪
り
を

生
か
し
た
形
で
配
録
し
て
い
ま
す
.

い
わ
ゆ
る
文
化
財
の
分
野
は
2

つ
に
わ
け
ら
れ
、
路
傍
の
文
化
財

w
ハ
レ
と
ケ
“
の
世
界
の
地
平

「
民
俗
・
文
化
財
篇
」
と
の
結
び
つ
き

元
旦
号
特
集
で
は
、
祭
礼
、
米

作
り
、
漁
労
、
烏
猟
、
民
家
、
行

商
、
女
人
総
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま

し
た
が
、

『民
俗
文
化
財
閥
M
』
は

民
俗
、
口
承
文
芸
、
民
家
主
民
具
、

世
間
傍
の
文
化
財
、
社
と
寺
町
文
化

財
と
、
5
分
野
町
樹
別
機
成
に
な

っ
て
い
ま
す
@
ソ
7
ト
か
ら
ハ
ー

ド
へ
、
ヒ
ト
か
ら
モ
ノ
へ
と
対
象

1
月
日
日
日
(
金
)
、
消
防
署

貝
、
消
防
団
員
、
自
衛
消
防
隊

な
ど
約
4
0
0名
が
参
加
し
、

湖
北
台
中
央
公
園
で
恒
例
の
消

防
出
初
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

け
と
め
.
新
し
〈
ユ

ニ
ー
ク
で
刺

激
的
な
民
俗
の
記
述
と
な
っ
て
い

ま
す
。ロ
承
文
芸
で
は
‘
大
き
く
伝
説

と
世
間
楯
に
分
類
し
、
木
や
水
や

嫁
や
伺
堂
一
そ
し
て
城
跡
や
屋
敷
の

伝
説
を
、
世
間
話
で
は
奇
人
却
や

怪
典
・
鐙
呉
海
な
ど
を
、

日
川
近
い

地
元
町
括
が
収
録
さ
れ
解
説
が
な

あ

れ

...， 
ιー

れ

凶
ん

今
年
は
、
そ
ろ
い
の
半

纏
ね
じ
り
鉢
巻
き
姿
の
消

防
団
貝
ら
が
江
戸
時
代
か

ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
活

1
23
ぃ

2
2
3い

mし
た
生
竜
水
や
雲
竜
水
、

腕
用
ポ
ン
プ
な
ど
の
消
防

機
器
を
引
い
て
行
進
し
た

ほ
か
(
写
真
)
、
現
代
の
消

防
ポ
ン
プ
ま
で
年
代
順
に

登

姥

続

い
て
‘
年
代
順

に
並
べ
ら
れ
た
各
消
防
ポ

ン
プ
か
ら
放
水
さ
れ
る
と

来
貨
や
見
学
者
か
ら
は
、
盛
大

な
拍
手
が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、
わ
だ
幼
稚
聞
「
幼
年

消
防
ク
ラ
プ
」

の
か
わ
い
ら
し

い
演
技
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

消

防

出

初

式

静
環
的
消
防
ポ
ン
プ
で
放
水

で
は
、
石
仏
や
石
搭
を
中
心
に
、

手
賀
沼
周
辺
や
利
回
相
川
・
江
戸
川

筋
そ
し
て
水
戸
街
道
も
視
野
に
い

れ
な
が
ら
‘
市
内
に
残
る
興
味
あ

る
代
表
的
な
石
造
物
が
印
項
目
ほ

ど
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
節

の
執
継
に
は
、
地
元
町
m
叫
が
多
く

題
材
と
な
っ
て
い
る
放
送
大
学
講

座
「
生
活
の
な
か
の
柳
」
(
大
積
微

也
教
授
)
の
視
点
と
方
法
が
保
即

用

さ

れ

て

い

ま

す

.

一

社
と
寺
の
文
化
財
で
は
、
長
一

年
に
わ
た
る
社
寺
鯛
査
の
成
果
一

と
明
治
時
代
に
県
下

一
斉
で
記
町

録
さ
れ
た
社
寺
内
基
本
資
料
町

「
寺
院

仲
社
明
細
版
」

(県
立
回

文
件
館
蔵
)
を
組
み
あ
わ
せ
、

一

約

ωの
社
寺
と
そ
の
代
表
的
な
一

文
化
財
が
網
出
制
さ
れ
て
い
ま
す
。

m

q

民
俗
・
文
化
財
納
‘
が
完
吋

成
し
た
こ
と
で
、
こ
れ
を
中
心
叫

に‘

「市
史
研
究
」
「
金
石
文
資
一

料
集
」
『
市
史
樹
轡
」
そ
し
て
市
一

史
研
究
セ
ン
タ
ー
の
刊
行
物
同

等
の
民
俗
と
文
化
財
円
分
野
町

一

多
く
の
成
果
が
、
深
〈
迎
併
す
割

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

市
広
報
元
旦
号
は
、
こ
う
し

た
調
査
研
究
と
刊
行
本
業
の
流

れ
の
な
か
で
、
最
も
広
く
地
元

の
民
俗
を
紹
介
し
た
も
の
だ
っ

た
の
で
す
・
(市
史
編
さ
ん
室
)

一
吋
火
蹴
デ
ザ
イ
ン
決
ま
る

田
中
京
子
さ
ん
(
下
ケ
戸
)
の
作
口
凹

昨
年
内
刊
月
1
日
号
の
広
報

で、

水
道
局
が
募
集
し
た
「
消

火
栓
の
慰
の
デ
ザ
イ
ン
」
が
決

ま
り
ま
し
た
.

こ
の
デ
ザ
イ
ン
募
集
に
は
、

力
作
お
点
の
応
募
が
あ
り
、
昨

年
ロ
月
M
自
に
審
査
。
そ
の
結
刷
用
、

回

E
R子
さ
ん
(
下
ヶ
戸
)
の
作
品

(写
真
)
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
、

採
用
き
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
.

田
中
さ
ん
の
作
品
は
、
象
の
消

防
士
が
鼻
か
ら
放
水
し
て
い
る
と

こ
ろ
を
揃
い
た
も

の
.
「
愛
ら
し
く
親
し

み
ゃ
す
い
」
、
「
子
ど

も
に
も
な
じ
み
や
す

く
よ
ろ
こ
ば
れ
る
」

な
ど
の
理
由
で
選
ば

れ
ま
し
た
。

新
デ
ザ
イ
ン
の
消

火
栓
の
盗
は
、
平
成

3
年
度
か
ら
使
用
し

て
い
き
ま
す
。
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平成3~1 月 1 日現在人口121 ， 159人(+ 9L14人)
(対前年比) 男60，837人女60，322人

ホ也繕数39，001也帝(+950也帯)
-市役所本庁 85-1111
・つくし野支所 84一郎01
.湖北白支所 00-0828
・湖北支所 00-21竹
.布佐支所 89-2358
・叡宵霊員会 85-1151
・水道局 84-0111
.消防署 84-0119
・少年センター 84-19∞
.保健センター 87-1131
・市民会館 84-3311
・中央公民館 82 白15
・腐の糟物館 85-2212
・市民体育館 87-1155

@テーマ 駈努貯蓄の上手足主主か

し方〈受講無料〉

惨日時 2月7日〈木〕午前10時か
う正午〈先着3侶〕

-ー燭所天王白~t近隣センター

砂困層所 市民会館ホー}L，

邸

一
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臥
引
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美
一
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m
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春
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コ

2
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崎

刈

一和
新
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一
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間
一
回
踊
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一お
と
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『
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一

間

一第
取
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hv

一

~!II師中田彰氏(加盟E勢広幸盟セ 砂日時 2月3日〈日〕午前竹筒

ンヲ 〉 砂燭所市民会館ホール

@テーマ老後の股雷t(受舗無料〉 入渇無料。あ姦しみコーナー、飛

砂日時 2月15日〈金〉午前101時か び入り育り.テープの時参を。

ら正午〈先着2(8) 惨問い合わせにっぽんのゆを叡

惨羽田所 市民会館第6会駿室

~!II師久野万太郎氏〈消貫生活

醇鵠家〉

う会阿部ft(OO)ω46

l 柏地区陣s児学級合同
.第10回花と太鳳と$盟の作昂."

圏問い合わせ市民生活課消密主 砂日程 2月15日〈金〉から18日〈月〉

活保 〈愚終日は午後2時まで〉

|第↑1固)JJ~コール問題講飴 l fL;師民サロン任ズタ
砂日時 2月2日〈主〉午後1時か
ら4時〈入場網料〉
~~田所市民会館大会議室

惨テーマ「戸ルコーJレ依存症の理

解」小池健氏〈飴僑北病院理事長〉

惨問い合わせ厚生課

由
竺
〈

占
λ

一3
一回一
2

一第一日
う午後4時〈入喝無料〉

惨泊所東急ピレッジ集会所

砂内容給本、男爵富の展示、手

あそび、折り紙、人形劇

励 。ご

|第3固手賀郡園の花埋設計|

?とま25325;:;;。|原鰍煙者二世の健康開|

T991. 2. 1 (6) 

|削特定土地区図鑑理 |
事業!t画変更の縦覧

土地区函箆理法第39条第21買の

規定において準用する同志第20条

使用する草花の樋頬は聞いません。 砂対重量 両規ぎ疋は両現のどちら 第1頂の焼定により縦F苦しま可。

惨貿信市内在住、在鈎茜〈専門 ガガ原風1sl録音で、受診を培望さ この事態Z十画の利害関係替で恵

業省1<1:除く〉 れる万 男のある万|革、同法同条第2煩の

惨応募方注・問い合わせfEの橿 炉実施期間 2周20日(水〕から3 規定により2月18日かう2週間以
頼、色、配置等を明記(草花の本 局10日(巳〉 内に、県知事に怠見極を慢出可る

叡1<1:不要〉し、 2月28日〈木〕まで 惨申し込み・問い合わ世ハガキ ことガでさま写。

に我孫予1858市役所公園緑他諜織 に「健康怒断希望」と明5己の土、 砂縦覧期間 2月4日(月)-17日

Iヒ准進係へ 住所、氏名、電話番号、生年月日、 (巴〉

|根戸少年剣友会員|22志T37222ZE:::樋計京22ご2AZ
'活動臼白週木限白の午後7筒 〒260-91干葉市市樋咽1-1県衛生 理課

ガら8筒、回日曜日の午後明白鴎鞠課醐72(23)2臨へ E ⑩Gおのi話i題(
から4時 I ""JI.J~ ... .Al.CI'-'~I?'I I__I.__ I 、山J
時所恨戸小学僻育館 |湖北台旗揚の僅用について| 。蛤ふ踏一向逗 14五〕

第3固 l分天王台駅北ロー体級学
習

惨買用 重量加照料

〈金〉までに申し込んでください。 らT万4759円、日本キリストe1<革

市民図唇館本館84-1110 湖北台
分館87-3侃5 布佐分館89-1311

路島図曾館87-ω09

・都市改選事務所 85 竹内 | 砂対愈新小学T年生から 湖北台J:l(1畢を白ー祭日及び早朝 我孫子ゴルフ倶凝血織から50万円、
・身体障害者樋祉センター 00-01411
・あら き圃 00--':4100-- 砂申し込み・問い合わぜ 2月21 に使悶しとい野原〈ソフト〉チーム 目立筒機労幽組合懐刀ら10万問、

・つつじ涯 00-0123 臼〈木〉までに西野宮(83)3710、野 ほ、所定の畳録用紙で2月15日 ボーイスカウト我孫子第三国織か
・生活環境線〈浄化憎)87-23Z~ _ 
ロミ)87-0015(し尿四一2547 崎君(加即日へ

:22222長男おさゐ 1 1青年初ンティ戸養成講座生|!i323紙申し込み石井宮 ZTJ2133QZJ332 
・恨戸近隣センター 83-5363
@市民センター悶 7722 湖北|卜¥ | 日時、 舶 、内容 |附い合間湖北台開運営養 だ。

11 '0，1_ 員会野守合(89)1062 "木川セツ峨〈緑〉ガら、福祉のた
台凶ー鈎27 布佐ω-1193 11 12月17日(臼〉午前9時中 |， 1 _ . _ 1 _."" ~，~ ， ， '""~"V' 1 1 ='" 出[ 、.n7l.-L，..， I め!こと1万四の寄ばガありまし疋。
| 1-1央公民館前パスハイキ I
踊りと叡の発表会 11 1ンク〈あす凶の霊〉 !吋象棚、短大雄、砲門 らき函にとカルピス腕の毒劇

12月23日〈主〉午後1随301

|消費生活講座|:T43;日目〈日〕午町側 |第2回 |情聴センター講演|7zrな;rの保護者 z;2与Zみ〈天王台〕から、 陽書
会〈障害児・者への践し方)1 

| 砂返済期間 5年以内
2月24日〈日〉午前9時30

。尾持川叡之島犠(百戸〉から、あ

福祉のためにと広則円の寄l百ガあ

砂問い合わ世国民金肩書公趨惚戸 りました。

支后ft0473(67)1191 1:)!lI!生日ありがとうの会僚から、

風 ー ひまわり園にと3万円の寄1司ガあ

I お わびと訂正 ;りまし定。

惨申し込み・問い合わぜ 2月12 前号第4面、明るいIlo砲のA2Ql: "めばえ幼稚園と我孫子キリスト

臼〈火〉までに電信で往会福位協議 I 中、「買鮪登美子僚のご遭mJとあ，害虫会学線厳から手をつ怠ぐ親の会
会宮(84)1539へ :るのは「賃鵠僚のご遡mの登美予 1こと、クリスマス献金ゆ←邸5万

I ljZ~3~!l)/lj.~H;=9- 1 : ~~の譲りです。おわびして訂正 月の奇聞がありまし定。
平成3年度消費者モニター 1:します。 憾の基金巳と、石川ふて僚から

惨資格 20額以上の万

砂人員全国で1医x)3程度

砂任期 4用方う1年間
惨申し込み問い合わぜ串込用

紙(市民生活課に用意)1こ記入の上、

2月20日OK消印有刻〉までに、
干1∞千代田区霞ガ関2-2-1公正取

惨内容給函、工芸作呂、習字等 弓l護員会事務局取引部取ヨl際ft03

炉問い合わせ 18第四小学慎五十 〈:3581)3371へ

子宮〈伺〉捌県立中央博展示解説員|

|トークサロン・コンサート IIL~-... -"，--"，-m-QR-""-/l-E3-，)-"'-"-l-82-<to~ 
砂日時 2月9巴〈土〕午後3時

~Ia所 NTT我孫子営業所

惨定員 1∞名(要予約〉

まれの女予〈短太卒業程度〉

砂応募締切 2月21日〈木〉、郵送
は2月18日〈用、消印青空D)

炉費用 1氏泊円〈テレホンカード、 惨問い合わぜ 同|専物館箇及課

飲物、クッキー1;)) 世0472(85)3111

L23三菊地久美子弦楽団奏臥|県老人大学生|
砂問い合わせ NTT我孫子営割程 惨資格県内在住で昭和6$4月

砂問い合わせ往会福祉協議会 所畏白川憤尾倉(85)1383

| …!日(型第2田市肉親善卓球大会 11一一 l 

惨燭所市民体育館

惨穆加費 5∞円

惨申し込ゐ・問い合わゼハガキ

に住所、氏名、年齢を記入し、 2

1日以前生まれの万〈入学金、侵

業料は無利〉

~俊吉東葛飾学園浅間台俊吉

〈総戸市〉、江戸川台筏舎(流山市〉

惨申し込み・問い合わせ 2月20

~貿信県内lこお住いの20歳以上 白〈水、必笛〕さまでに願I!!l(市高齢

の万〈公務員、公臓の万は除く〕 者福祉課に用意〉を干2ω干葉市仁

砂人員 2∞8(任期1年間〉 戸名町筋6の2県老人大学穆務局世
砂仕事県政!こついての憲男、提 0472(66)4705へ

-・問い合わ世 夕、ソブ世(84)幻44 民センター室宮0472(23)2265へ
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ださい。 =主主孤子宮圏再審=

回厩副liJ:;a~
1万円、市民の万〈匿名〉から2万

同の電i司ガありましだ。
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